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KOHNO Michio （『実践経営』）No.34、1997年11月、単著。
‘A Study of Business Process Development : The Aspect of System Development Project’／ “Practice of 

Management”（『実践経営』）No.35、1998年3月、単著。
「Excelによる財務会計システムの設計」／『東北大学ディスカッション・ペーパー』第55号、1998年9月、共
著。

「ソフトウェア・プロセスのメトリック分析にもとづくメンテナンス・コストの予測に関する研究―メンテナ
ンス工数予測モデルの提示―」／『広島県立大学論集』第3巻第1号、1999年8月、単著。

「ソフトウェア・プロセスのメトリック分析にもとづくメンテナンス・コストの予測に関する研究―メンテナ
ンス工数予測モデルに対する検証―」／『広島県立大学論集』第4巻第1号、2000年8月、単著。

「Eタイプ・ソフトウェアのライフサイクル・コスティングと利益計画に関する一考察」／『ソフトウェア工学』
Vol.2002, No.96、2002年5月、単著。

「患者分配価値の測定にもとづく病院経営評価」／『京都橘大学大学院文化政策研究科研究論集』第3号、2009
年3月、単著。

【国内学会発表】

「新生活産業時代における管理会計上の諸問題―Ｙ社研究開発本部委託研究にもとづく報告―」／日本会計研究
学会第54回全国大会、1995年9月、単独。

「システム開発プロジェクトの方法論に対する会計的考察」／日本会計研究学会第49回東北部会、1996年10月、
単独。

「システム開発プロジェクトの方法論とそのマネジメント」／実践経営学会第37回全国大会、1996年11月、単
独。

「ビジネス開発プロジェクトと情報システムの役割」／実践経営学会第38回全国大会、1997年5月、単独。
「ビジネス・プロセス開発プロジェクトと会計の役割」／日本会計研究学会第56回全国大会、1997年9月、単
独。

「Eタイプ・プログラムの進化のプロセスとそのモデル化に際しての課題」／OA学会東北部会平成10年度秋季
大会、1998年4月、単独。

「ソフトウェア進化のプロセスとフィードバック・コントロールに関する一考察」／OA学会第37回全国大会、
1998年5月、単独。

「ソフトウェア進化のプロセスと Inverse Square Modelによるメンテナンス・コスト管理の可能性につい
て」／日本原価計算研究学会第24回全国大会、1998年10月、単独。

「ソフトウェア・プロセスのメトリック分析にもとづくメンテナンス・コストの予測に関する研究―実証分析
によるメンテナンス工数予測モデルの精度の検証―」／日本管理会計学会第9回全国大会、1999年9月、単
独。

「Lehman’s Law と Inverse Square Model―ソフトウェア工学と管理会計論との接点―」／㈶広島県産業技術
振興機構主催『平成12年度大学研究公開』、2000年9月、単独。

「システム・ソリューションと戦略支援管理会計―インヴィジブル・ハンドの世界の到来による社会の変化を
考察しながら―」／日本社会関連会計学会第14回全国大会、2001年10月、単独。

「ソフトウェアのライフサイクル・コスティングに関する一考察」／情報処理学会第137回ソフトウェア工学研
究会、2002年5月、単独。

「行政サービスの質と量」／文化会計学会設立大会、2006年5月、単独。

【科学研究費・外部研究資金】（研究代表者分のみ）

「メンテナンス・プロセスの会計管理とメンテナンス・コストの会計処理」／基盤研究（C）、平成13年度～同14
年度。

「情報化社会における管理会計の役割」／研究成果公開促進費（学術図書）、平成15年度。
「現代競争市場における戦略的管理会計システムの構築」／基盤研究（C）、平成16年度～同17年度。
「患者分配価値の測定にもとづく医療管理会計論の構築」／基礎研究（C）、平成18年度～同20年度。

【著書】

『初めての人によくわかるOS』／西東社、1989年12月、単著。
『人件費の会計と管理』／「人件費の原価計算手続き」／白桃書房、1990年10月、共
著。

『オンライン情報処理試験重点講座』／新紀元社、1991年8月、単著。
『現代会計―学際的展開―』／「情報化社会と会計情報」／創成社、1998年4月、共
著。

『政府 /非営利組織の管理会計―政府 /自治体 /大学 /病院―』／「大学の経営管理会計の 

技法」「大学の業務プロセスと活動基準原価計算」／創成社、2000年10月、共著。
『現代ヘルスケア』／「原価計算」／税務経理協会、2001年10月、共著。
『学際的管理会計』／「ソフトウェア・プロセスの会計管理とソフトウェア費の会計
処理」／白桃書房、2001年10月、共著。

『情報化社会における管理会計の役割―現代競争市場へのアプローチとなる2つの
前提をふまえて―』（博士論文）／税務経理協会、2003年12月、単著。

『新版　現代会計―創造性／学際性／国際性―』／「海外事業展開と管理会計―エク
セレントカンパニーの条件」「情報化社会と管理会計」「戦略／情報／犯罪／リス
ク管理―リスク管理会計」／創成社、2004年10月、共著。

『グループ経営の管理会計』／「戦略的グループ経営と管理会計」／税務経理協会、
2005年3月、共著。

『工業簿記・原価計算演習』／税務経理協会、2005年4月、共著。
『病院管理会計―高齢社会の病院経営／医療サービス―』／「医療管理会計の方法と
今後の研究課題」「医療原価の分類／管理／計算方法」「医療サービスの質と医療
原価計算の戦略的展開」「患者分配価値と病院分配価値」／五絃舎、2006年3月、
編著。

【論文】

「ネットワーク環境における物流原価計算と物流コスト管理に関する一考察」／『実
践経営』第25, 26号合併合、1993年4月、単著。

「JIT物流におけるコスト管理に関する一考察」／『OA学会論集（情報系）』第3号、
1993年5月、単著。

「市場計画視点から見る製品企画の意義と会計の役割」／『実践経営』第30号、1995
年7月、単著。

「製品企画に関わる管理換え計上の諸問題」／『會計』第149巻第2号、1996年2月、
単著。

「システム開発プロイジェクトの評価と意志決定に関する一考案」／『會計』第152
巻第3号、1997年9月、単著。

‘Problems of System Development Project Theory’／ “Practice of Management”

研究課題1⃝戦略的管理会計論の構築
研究課題2⃝医療管理会計論の構築

こ う の  み ち お

河野　充央

職名

現代ビジネス学部
現代マネジメント学科教授

学歴

亜細亜大学大学院経営学研
究科博士後期課程単位取得
後退学（1987）

学位

博士（経営学）（立命館大学、
2008）

所属学会

日本会計研究学会、日本管
理会計学会、日本原価計算
研究学会、情報処理学会、
日本社会関連会計学会、日
本経営教育学会、文化会計
学会

専門分野

管理会計論


